
発表・論文執筆状況
１．前回会議以降の進捗内容
・NDB Open Dataにて放射線治療提供体制の地域格差を示し、その要因と
経時的変化を明らかにした（詳細は武田先生より）。

2．発表・論文執筆状況
・武田一也.⾼精度放射線治療部会（⼤会⻑賞）・論文掲載済み(JRR)
「⾼精度放射線治療技術の利用における地域間格差とその背景因子.」
・武田一也.日本医学放射線学会北日本地方会（銀賞）
・神宮啓一. EXPO2025 Elekta Day「未来社会×サスティナブルな経営戦略」
・神宮啓一. 2025年度宮城県がん診療提供体制検討委員会

３．今後の予定
・RI治療の地域格差の是正に向けた提言を作成。

（東北地方：3.05ベッド 100万人あたり）
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日本における年間核医学治療（入院）実施件数推移

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

5500

6000

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

177-Lu-DOTATATE
& 131-I-MIBG
保険適応

NDBデータより作成

人口10万人あたりの核医学治療件数（入院）（都道府県別）
2023年度NDBより

4.6件が全国平均
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東京都
有効利用がで
きていない？

提言

• 昨今の病院経営の状況を鑑みると、急激な病室増は難しいこと
から、特別措置病室をうまく活用し、新規のLu177を使用した
製剤には対応が必要である。

• 特別措置病室に対する医療法に基づく省令・通知等の改正や緩
和措置を提言する。

• すでに充足している都道府県を中心に、県境を越えたネット
ワークの形成と共同利用体制をがん拠点病院の指定要項に盛り
込むことを提言する。
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